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《 研究ノート 》
柔道の普及と変容に関する研究
～グレイシー柔術に着目して～（その 2 ）
谷釜　尋徳
4 ．前田光世による柔道伝播とグレイシー柔術の誕生
　以上の検討によって、前田光世の世界各国における異種格闘技戦の足跡が明
らかとなった。やがて、ブラジルに到着した前田は、この地でも柔道の普及活
動に努め、それが後にグレイシー柔術へと変容していくことになる。しかし、
ブラジルに柔道を伝播させたのは前田が初めてではなく、それ以前に日本人移
民の手によって柔道の伝播が達せられていた。その意味では、前田がブラジル
にやってきた時点では、すでに当該地域において柔道を受容し得る素地が出来
上がっていたと考えることができよう。
　そこで以下では、まず前田の渡伯以前のブラジルにおける柔道伝播史を紐解
き、次いで前田がブラジルに柔道を伝播させていく過程を詳らかにしたい。
4 ― 1 　前田光世の渡伯以前のブラジルにおける柔道伝播史
　ブラジルにおける柔道伝播史を語ろうとするとき、明治後期頃から続々と海
を渡ってブラジルに移住した日本人移民の存在を欠くことはできない。日本人
移民の中に柔道を嗜んだ者がいたとすれば、彼らを通してまずブラジルに柔道
が伝えられた可能性が想定されるためである。
　明治40（1907）年、労働力不足に陥っていたブラジルで日本人を対象とした
新移民法が成立した。これを受けて、明治41（1908）年 4 月28日、笠戸丸に乗
り込んだ日系移民第一陣791人が、ブラジルに向けて神戸港を出港した（43）。ブ
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ラジルに暮らした日系移民たちは、互いに寄り集まって共同体を形成し、そこ
で柔道の心得のある者達が稽古をする環境が次第に整えられていった（44）。彼ら
は、「僅かな休暇を利用して小麦袋で縫い上げた柔道着、枯草に防水布を被せ
た即席のマットをつくり稽古をつんだ」（45）といわれている。ここに、柔道が現
地に根を下ろす一つの契機があったといえよう。
　具体的に、この当時のブラジルで柔道の普及に努めた人物をみていこう。
　後に日伯新聞の社主となる三浦鑿は、日本で講道館柔道を習得した後に中国
へ渡り、香港に停泊していたブラジル海軍の練習艦に便乗して渡伯した。この
艦上で、三浦は柔道を披露したことを契機に護身術の教授を依頼され、ブラジ
ル上陸後の明治41（1908）年12月には、リオ・デ・ジャネイロでブラジル海軍
兵学校の柔道教師となった（46）。増田が「講道館柔道伝播はこれを始まりとして
よかろう。」（47）と言及していることからすれば、ブラジルにおいて柔道はまず軍
隊に伝えられたと見ることができる。三浦はブラジル伝統の格闘技「カポエ
ラ」（48）の使い手と公開の異種格闘技戦を行うなど、柔道をブラジル社会に認知
させる役割も果たした。
　また、明治44（1911）年には、日本人移民の馬鈴薯（＝ジャガイモ）栽培の
祖と称される馬見塚竹蔵がサンパウロ州警察において柔道を教授するようにな
り、その後道場を開設したといわれる（49）。馬見塚もこの道場を拠点として、ブ
ラジルへの柔道の普及活動を行っていたのである。
　ただし、『ブラジルに於ける日本人発展史』には「移民初期に於ては、邦人
の數も少く、また財力餘力もなかつたため、何等記録すべき運動競技はなかつ
た」（50）と記載されている。ゆえに、この時代における柔道の普及活動は、上記
のような個別の取り組みに留まっていたといわねばならない。
　以上述べてきたように、ブラジルへの柔道の伝播は日本人移民のブラジル入
植とほぼ同時に始まっていた。したがって、前田光世が柔道伝播を目的にブラ
ジルに到達した時には、当該地域において柔道を受容し得る素地がすでに整え
られつつあったといえよう。
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4 ― 2 　前田光世による柔道の伝播とグレイシー柔術の誕生
　先の検討においては、前田光世がアメリカを皮切りに世界各国で数々の異種
格闘技戦を繰り広げた模様を、薄田斬雲の『世界横行柔道武者修行』（51）および
『新柔道武者修行』（52）に基づいて明らかにした。しかし、同史料に記載されてい
るのは、前田がグアテマラに滞在していた大正 3 （1914）年までで、その後の
前田の足取りは詳らかにされていない。丸島によると、グアテマラ以降の前田
は、エルサルバドル、コスタリカ、パナマ、ペルー、チリ、アルゼンチン、ウ
ルグアイといった中南米の国々を南下するように周遊していたという（53）。
　やがて、大正 3 （1914）年のうちに前田はブラジルのサンパウロに入り、そ
の後はリオ・デ・ジャネイロ、ミナス、ジェライス、バイア、ペルナンブコ、
パライーバ、リオ・グランデ・ド・ノルテ、セアラ、マラニャンを経て、翌年
の春にはアマゾン川河口の港町ベレンに到った（54）。ベレン到着後、前田はアマ
ゾン最強の勇者を決する格闘技の大会に出場し、難なく優勝を果たしている（55）。
しかし、この頃の前田は左腕のリウマチが慢性化し、以前のように積極的に異
種格闘技戦に臨むことは困難な状況に陥っていた。
　現地で前田を直接取材した古屋敏恵によれば、当時の前田の様子は次のよう
であったという。
　　　「當年の元氣は稍衰へ、髭にも霜をおいてゐるが圓熟したる精神と、體
力とは兩つながら重みを加へて、一層の威厳を持つて居る。堂々たる體格
と心からの親切とが、外人の間にも傳はつて、今はベレン市になくてなら
ぬ一人物として敬はれるに至つて居る。氏の武術を慕つてベレン市の警察
官も、紳士も學生も、一様に道場に集る。」（56）
　古屋いわく、この頃の前田は全盛期を過ぎていたとみえるが、その人柄から
現地人に慕われる存在になっていたようである。また、ベレン市内で「警察
官」「紳士」「學生」を対象として、道場を拠点に柔道の普及に努めていたこと
が引用文中から確かめられる。
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　一方、前田はアマゾン流域の開拓事業にも没入していた。この事業を推進し
ていく過程で、前田は現地の政治家であったガスタオン・グレイシーと親交を
深める。これを機縁として、大正 5 （1916）年、前田はガスタオンの長男カル
ロス・グレイシーに柔道の手解きをすることとなった。カルロスは熱心に柔道
の稽古に打ち込んでいたが、その 4 年後にグレイシー一家がリオ・デ・ジャネ
イロに移住することとなり、ここで前田との関係性は途絶えている。なお、前
田はその後もアマゾン開拓事業に邁進したが、昭和16（1941）年11月28日にベ
レンにて腎臓病のため63歳で逝去した（57）。
　リオ・デ・ジャネイロに移り住んだ後、カルロスは前田から指南を受けた柔
道を広めるべく、大正14（1925）年に「グレイシー柔術アカデミー」という道
場を創設した（58）。本稿では、この道場創設の時点をもって「グレイシー柔術」
の誕生として見なすものである（59）。
　ところで、前田はカルロスをはじめブラジルの人々に対して、どのような柔
道を伝えたのであろうか。
　冒頭で述べたように、グレイシー柔術の源は日本発祥の講道館柔道にある。
しかし、今日国際スポーツとして普及している柔道（＝ JUDO）とグレイシー
柔術とを比較してみると、その技術には少なからぬ相違点が見出される。すな
わち、柔道が「立ち技」を主体としているのに対して、グレイシー柔術の方は
「寝技」に重きを置いていると判断されるためである。それでは、両者の技術
的な特徴の分岐点は、どの時点に求めることができるのであろうか。
　近藤によれば、「前田の柔道は、立ち技を主体とするものだった。彼から
習ったカーロス（カルロス―引用者注）のスタイルも同じだった。」（60）とされて
いるように、前田はカルロスに立ち技中心の柔道を教授したと考えられる。し
かし、前述したように、前田は数多くの異種格闘技戦において試行錯誤する過
程で、とりわけレスリング選手に対抗すべく元来得意ではなかった寝技の稽古
にも励んだ経緯がある。これを考慮すれば、前田がブラジルに伝えた柔道に
は、立ち技を中心としながらもある程度の寝技が含まれていたと見てよい。ゆ
えに、前田による柔道伝播後、グレイシー側がどこかの時点で立ち技よりも
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「寝技」を重視する方向性へとシフトしていったと考えるのが妥当であろう。
5 ．エリオ・グレイシーによるグレイシー柔術の発展
5 ― 1 　エリオ・グレイシーの柔術習得
　上述の経緯をもって、カルロスをして「グレイシー柔術アカデミー」なる道
場が創設され、グレイシー柔術の歴史が幕を開けることとなった。しかしなが
ら、近藤の「現在のグレイシー柔術の技術の基礎を作ったのはエリオである」（61）
との見解や、丸島の「エリオは、カルロスがスタートさせたグレイシー柔術
を、さらに改良し洗練させていった。」（62）との指摘にみられるように、グレイ
シー柔術の技術体系を作り上げたのは、カルロスの弟エリオ・グレイシーで
あった。エリオがカルロスとともに、グレイシー柔術の創始者と称される由縁
である。
　エリオは兄カルロスが道場で教授する様子を間近で見ながら、自らも柔術に
のめり込んでいった。また、エリオは類稀な指導力を持ち合わせていたため、
やがてエリオが道場の中心的指導者となり、カルロスは裏方でマネジメントを
する側に回った。
　指導に携わる過程で、エリオはカルロスと自分との間に技術的な違いが生じ
ていることに気がつく。カルロスの前田直伝の柔術が「パワー、スピードが伴
わなければ技術を駆使できないやり方」（63）であったのに対し、エリオの指導す
る柔術は「テコの原理と独自のポジショニングを活かした」（64）ところに特徴が
あったためである。したがって、前田が伝えた技術は、エリオによって改良が
加えられたことになろう。
　こうして柔術を習得していったエリオは、昭和 3 （1928）年、僅か15歳でブ
ラジル国内の柔術の大会で優勝を収めるほどにまで成長を遂げた（65）。
5 ― 2 　エリオ・グレイシーによる異種格闘戦の足跡
　グレイシー柔術の使い手となったエリオは、その後は異種格闘技戦に積極的
に挑戦するようになった。かつて前田が、異種格闘技戦を通して講道館柔道を
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世界各国に知らしめたように、エリオも自身とは趣を異にする格闘家に勝利す
ることで、グレイシー柔術の優位性を広めようと考えたのである。
　異種格闘技戦に臨むにあたって、エリオが採用したのが「バーリ・トゥー
ド」と呼ばれるルールであった。これは、「噛み付き・目潰し・金的（急所）
攻撃以外なら全て有効という究極のルール」（66）と説明されるものである。
　昭和 5 （1930）年、エリオが上記のルールをもって最初に対戦したのは、ア
ントニオ・ポルトガルという名のプロ・ボクサーであった。17歳のエリオは、
この異種格闘技戦の緒戦に裸絞めで勝利している（67）。同年、エリオはナミキと
いう日系柔道家と闘って勝利し、またハフィーノ・サントスとのストリート・
ファイトにも勝っている（68）。さらに昭和 7 （1932）年、レスリング世界選手権
の準優勝者フレッド・エバートとも対戦し、 2 時間10分を戦って引き分けに持
ち込んでいる（69）。
　昭和 9 （1934）年には、エリオはミヤキと名乗る日系柔道家に圧勝し、続い
てレスラーのズビズコにも勝利している（70）。その翌年、日系人柔道家の小野安
一との対戦は引き分けに終わる（71）。また、柔道家の矢野武雄や冨川富興とも
戦っているが、いずれも寝技で退けている（72）。
　昭和11（1936）年、エリオはまたしても日系人柔道家と対戦することとな
り、矢野武雄との再戦には引き分けたものの、マサゴイチと名乗る男には勝利
している（73）。
　昭和25（1950）年、ボクシングの世界ヘビー級王者であったジョー・ルイス
がブラジルを訪れた。この時、エリオはルイスに対戦を申し込んでいるが、ル
イス側から辞退する旨の返答があり、この異種格闘技戦は実現しなかった（74）。
同年、カリベという日系柔道家との対戦が行なわれたが、エリオは裸絞めでこ
れを退ける。また、アゼベド・マイアという格闘家に対しては、僅か32秒で勝
利するという離れ業をやってのけた（75）。
　ここまでの対戦成績の概要を振り返ってみると、エリオは日系柔道家と互角
以上の戦いを繰り広げていたといえるが、対戦相手となったのは「全日本選手
権大会に出場できるようなレベルの選手ではなく、ブラジルの日本人コロニー
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に暮らす者（単なる柔道愛好家）が、ほとんどだった。」（76）という。
　昭和26（1951）年 7 月20日、東京は羽田から最強の刺客がブラジルに向けて
旅立った。日本人柔道家の木村政彦、加藤幸夫、山口利夫である。このうち、
エリオがまず対戦することとなったのは、加藤であった。
　同年 9 月 6 日、リオ・デ・ジャネイロの室内競技場でエリオと加藤の対戦が
実現した。この試合は10分 3 ラウンドの方式で行なわれたが、その数日前に肋
骨を骨折していたエリオは本領を発揮することができず、引き分けに終わって
いる。およそ 3 週間後の 9 月29日、サンパウロで再試合が行われた。結果は、
1 ラウンド開始 6 分に寝技に持ち込んだエリオが、加藤を前十字絞めで失神さ
せて決着した（77）。
　加藤との再戦から 1 ヶ月後、エリオはついに日本人最強の柔道家と称された
木村政彦と対戦することになる。昭和26（1951）年10月23日、会場となったリ
オ・デ・ジャネイロのマラカナン・スタジアムには約 4 万人もの観衆が詰めか
けた。加藤戦と同じく、この試合も10分 3 ラウンドの方式で実施されたが、 2
ラウンド開始 3 分、木村が仕掛けた袈裟固めと横三角絞めの連続技によってエ
リオは意識を失っていた。最終的には、エリオの兄カルロスがタオルを投入
し、この対戦に終止符が打たれる（78）。エリオの異種格闘技戦の歴史において、
これが生涯で唯一の敗北であったという。
　その後も、エリオの異種格闘技戦の歩みは続く。昭和31（1956）年にはボク
サーのワリデマー・サンタナと対戦し、 3 時間以上の激戦の後、引き分けに持
ち込んでいる。この時、エリオは43歳であった（79）。
5 ― 3 　エリオ・グレイシーの異種格闘技戦における技の特徴
　　　 ～前田式柔道の改良～
　以上述べてきたように、エリオ・グレイシーは数々の異種格闘技戦で好成績
をあげてきたが、その対戦の過程においてエリオは独自の技術体系を作り上げ
ていったと考えられる。先にみたように、エリオが最初に師事した兄カルロス
の柔術は「立ち技」が主体であったとされるが、異種格闘技戦におけるエリオ
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の試合運びは、大半が「寝技」に持ち込むことを主要な戦術としていたからで
ある。事実、木村政彦もエリオについて「もっぱら寝技専門である。」（80）と回顧
している。そこでここでは、エリオが具体的にどのようにしてカルロスの前田
式の柔道に技術的な改良を加えていったのか、その点を考察することにしよう。
なお、ここでいうスポーツ運動技術とは、岸野の「客観的な『運動経過の合目
的的形態』」（81）という定義によるものである。ゆえに、柔道の技術を含むスポー
ツ運動技術は、目的に適った合理的な動作を意味していると捉えておきたい。
　マイネルによれば、スポーツ運動技術は「実践のなかで発展し、実践によっ
て変化し、たえず修正や改良が行なわれ、また全体的に、あるいは部分的に古
くなっていく」（82）性質を有するという。また、金子もマイネルと同じく「一般
妥当的な構成要素によって成立している技術は『現在においては』という時間
的制約をうけざるをえない。」（83）と説き、技術が流動的に変化していく可能性を
示唆している。
　こうした視点から捉え返してみれば、「立ち技」中心であったカルロスのグ
レイシー柔術を、エリオが「寝技」中心に改良していく可能性は十分にあった
といえよう。
　このことと関連して、エリオの三男であるヒクソン・グレイシーは、その著
書の中で次のように語っている。
　　　「日本人が教えた柔術（柔道の意―引用者注）と、われわれグレイシー
一族が実践する、いわゆる『グレイシー柔術』との違いを簡単に説明して
おこう。伝統的な柔術には、基本的にスポーツとしての形式がある。（中
略）ところが、日本人がそれを持ち込んだのは、活気と混乱に満ちた実に
秩序のない国、ブラジルだった。（中略）いつ何が起こってもおかしくな
いし、展開は予測不可能だ。そのため、われわれの柔術には、実戦で使え
るという他のスポーツにはない特徴が加わった。」（84）
　ヒクソンによれば、日本の柔道が現地の文脈において解釈された結果、さら
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に「実戦で使える」武道に改良していく必要が生じたのだという。
　また、ヒクソンは父エリオの取り組みについて、次のように証言している。
　　　「『体が強くなくても、ちょっとした技術と、てこの原理があれば、誰に
も負けないほど強くなれる。』そう信じ、まるで何かに取りつかれたかの
ように、新しい技術を身につけ、練習し、試合をすることだけを繰り返し
た。それがグレイシー柔術の原点になった。」（85）
　身長170cm、体重65kg と格闘家としては小柄であったエリオにとって、パ
ワーを駆使した柔術で敵を圧倒することは難しかった（86）。そのため、エリオは
「てこの原理」に着目して、自らの体格に合致した寝技スタイルの柔術を生み
出していったのである。エリオの六男ホイスが、グレイシー柔術の技術体系に
通底する原理の一つとして「梃子の原理」（87）をあげているのは、ホイスがエリ
オの生み出した技術を継承していることの証左となろう。
　このようにしてみると、前田光世がブラジルに伝えた数々の柔道技のうち、
寝技こそが実戦を想定した場合に有効であると捉えたエリオが、その部分に特
化して体系化したものがグレイシー柔術であったと見なすことができよう。
（以下、次号以降に掲載予定）
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